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202５年 第３号 

 

令和 7年 6月 1日から労働安全衛生規則が改正されます。これによって職場における熱中症対策が義務化

されます。現場で熱中症の症状がある人を見つけ迅速に対処することで、増加傾向にある死亡災害を防止し

ようというものです。 

対象となるのは気温 31 度以上の環境下で連続 1 時間以上実施が見込まれる作業等で、主に屋外作業や工

場内での作業が想定されていますが、福祉事業においても「利用者送迎業務」「入浴介助業務」「屋外でのレ

クリエーション」など熱中症リスクの高い業務も多々あることに注意が必要です。 

熱中症対策を怠った事業者には、職場の熱中症対策が不十分として企業責任が問われる可能性や、6 ヶ月

以下の懲役または 50 万円以下の罰金が科される可能性があります。これは、経営法人にとって「安全配慮

義務」がさらに強化されたことを意味します。施設利用者のみならず労働者の熱中症対策もしっかり定めま

しょう。対策としては①WBGT（暑さ指数）の測定や②作業環境の改善、③教育・訓練の実施、④見舞金制度

の導入、⑤まさかのための訴訟リスク回避などの対策が求められますが、これらのうち、特に④・⑤につい

ては、損害保険を通じて支援が可能です。「保険でどこまで備えられるの？」気になる方はオンワードマネジ

メントまでお問合せください。 

 

것겄겅겆겇「具体的な対策ってどうすればいいの？」 

것겄겅겆겇「保険でどこまで備えられるの？」 

── そう感じたら、ぜひ私たちにご相談ください！ 

 

 

 

弊社ではリスクマネジメントサービスの一環として「健康経営優良法人認定支援サービス」を行っており

ます。認定を受けることで様々なメリットが期待できます。 

健康経営優良法人の認定を受けるメリット 

・企業のイメージアップにつながり採用面でも有利になりやすい 

・福利厚生が充実し離職率の低下が期待できる 

・生産性の向上、社員のモチベーションアップにつながる  etc・・・ 

話をきいてみたい！ちょっと気になる！そんな時はお気軽にお問合せください。 
 

 

① WBGT（暑さ指数）の測定 

② 作業環境の改善 

③ 教育訓練の実施 

④ 災害補償制度（見舞金）の導入 

⑤ まさかのための訴訟リスク対策 


